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I はじめに
スズメの食物に関する大規模な調査が，農省務省1)
(1922 :現在の農林水産省〉によって行なわれた。この
結果を日本鳥類保護連盟2)は， iスズメの食物が変化に
霞み，また季節によって著しい差がある。夏には昆虫と
穀類を食し，冬は雑草の種子を食している。」と報告し
ている。
筆者はこれを，スズメが採食している餌は，その時，
その場にあるもので自然の条件に左右されていると考察
した。そして，もし，昆虫が大量にいる条件が与えられ
れば，スズメは 1年中昆虫を大量に採食すると仮説をた
てた。それはこの頃，スズメの営巣場所の調査をし，ス
ズメはその場所にある各種の閉鎖空間に合わせて営巣し
ているのを見出しつつあったからである 10)。
それで、， 1年中大量に販売されているミールウアーム
くmealworm)の幼虫〔以下， MWと記す〉と玄米を
使用して昆虫と玄米が大量にある条件を作り，スズメの
年間採食重量の割合を調べてみた。その結果，スズメは
MWを1年中高い割合で採食したのでその概要をここ
に報告する。
なお，この研究の費用の一部は，黒部市教育委員会の
昭和54年度研究費補助金によって行なわれたものであ
る。
日材料および方法
1.材料
材料は，富山県自然保護課の許可を受けて入手したス
ズメ Passermontanus saturatus Stejnegerの成鳥
と若鳥を各々 1羽ずつ使用した。
成鳥は1978年10月13日に，富山県内を流れる庄川の川
原で捕えられたもの(当時は若鳥)を入手し，以後実験
の前日までの14か月余を成鶏ブロイラー用飼料で飼育し
たもので，若鳥は1979年5月2日に富山県上市町で宮律
義明鳥獣保護員によって保護された巣立もまもないもの
であった。
MWは，九州のタサカベット商会より入手し，玄米
は，自家産のものを使用した。
飼育籍は，市販の 38x34x27(cm)のものを使用し，
前面を開放し，他の菌は総べて新聞紙で、覆った。また，
餌箱は市販のふた付のものを使用した。
2.方法
方法は，スズメを 1羽ずつ寵に入れ，毎晩残った餌の
重量を測定し， これを 1年間続けた。すなわち，①成
鳥と若鳥を 1羽ずつ飼育音量に入れる。②各々の餌箱に
MW 15g，玄米を 10g入れ，これらを毎朝，鈴を鳴ら
した直後に与える。③毎晩，各々の餌箱と底面に落ちた
重量(つぶして汁を吸ったものも入れる)の和を測定す
る。④そして，朝与えた重量との差を各々その日の採食
重量とするのである。
実験の期間は，成鳥が1979年 1月l日~同年12月31日
で，若鳥が1979年 5 月 5 日 ~1980年 5 月 4 日であった。
成鳥・若鳥共， 8 月 8 日 ~8 月 14 日の 7 日聞は，実験を
中断して玄米のみを与えた。それは， 7月末と 8月始め
の2国共，汽車便で、来た MWが猛暑のため全滅し補充
ができなかったからである。
スズメの健康状態の判定は，毎朝の給餌時と夜の残重
量測定時に行なった。それは，スズメの行動・限光・羽
毛の艶としまり具合，糞の形と色・餌の残重量の和等で
判定した。また，毎朝，給餌の直前に鈴を鳴らして条件
づけをした。体重は，成鳥・若鳥共実験中3回調IJ定し
??
充ができなかったためで，若鳥の方が1臼増えたのはう
、るう年のためであった。
¥成鳥主若鳥は共に，実験の第1日目から最終日までの
総べての日にわたって大量の MWを採食した。
まず，採食重量をみると，成鳥は1日平均 MWを
9.g~ 玄米を 0.7g 採食し，年間合計では， MW;を
成鳥および若鳥で得られた結果を，表 1 および図ムプ 'ig~:i5.(j g，、玄米を 2筋 .6g で，総重量では 3480.6g 採
2に示した。 に 食したb また，若鳥は， 1臼平均 MWを 7.4g，玄米
実験の日数は，成長が358日で曳若鳥が359日であっマ勾 を 2;2g採食し，年間合計でIt-.MWが 2642.0g，玄
た。途中7日間欠けたのは8月に猛暑のため MWの補 一釆が 804・9gで，総重量では 3446.9g採食した。
、m
I~。
実験中， 1泊または2泊の旅行が4回あった。これら
の時は， 2日分または3日分の餌を与え..2日分かミ日、
分の合計重量として測定した。
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図 2 若鳥の採食重量の刃別変化〈平均:g) 
表 1 2羽のスズメの月:原幌余重量〈日平均:g) 
雀lti烹f1円 I3 I 41 5*1.6 _j..1J竺ア日フ。 111 1 12 1合計1R平均
MW 8.4 7.9 8.7 9.4 8~5 8.7 10.1 7.1 6.1 11.3 8.9 7.3 3215.0 9.0 
成 玄 米 0.6 0.5 0.3 0.4 0.8 0~6 。沿 0.7 0.5 1.0 0.6 0.9 265.6 0.7 
合 計 9.0 8.4 9.0 9.8 ~ノ9.3 9，3 tl.o 7.8 66 12.3 95 82 3480.6 9.7 
鳥 MWの割合 93 94 97 96 91 94 92 91 92 91 94ノ 89 92 92 
体重・他 21.6 ーー「 22~5 産卵 一 一 23.9 
MW 5.7 5.4 7.9 8.7 8.2 10..1 10.0 5.5 6.3 9.6 7.7 5.0 2642.0 7.4 
若 玄 米 3.3 3;7 2.7 1.2 1.0 0.2 O.~ ヌ 2.5 2.1 2.9 2.8 3.9 804.9 2.2 
合計 9.0 9.1 10.6 9.9 9.2 10.3 10'.9 . 8.0 8.4 12.5 10.5 8.9 3446.9 7.6 
鳥 MWの割合 63 69 75 88 88 98 92九 69 75 77 73 56 77 77 
体重 一 24.8 23.5 一 ーrーム~・ 一 24.4 
ホ 8/8~8/14 MW不足のため実験を中断した。
紳若鳥は5月5日から実験を開始し，翌年の5月4日に終7した。
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月別にみると，成鳥は MWを 6.1g.~11. 3 gの問
で採食しており，その差は 4.4g で 7 月 ~10月は変動
が著しい。すなわち， 7月 10.1g， 8月 7.1g， 9月 6.1
g，10月 11.3gである。 MWに反して玄米は， 0.3g~ 
1.0gでその差は 0.7gである。
若鳥は， MW を 5.0g~10.lg の聞で採食し，その
隔は 5.1gである。 6月， 7月， 10月は， 10g前後で
あるが8月， 9月， 12月.1月. 2 月は 5g~6.3g であ
る。玄米は， 0.2g (6 月 )~3.9g (12月)の間で採食
し， 6 月 ~12月と次第に増加している。
次に.MWの採食重量の割合をみると，成鳥は12月
の89%を除くと総べて90%以上である。割合の高いもの
では， 3月が97%・4月が96%・6月と11月が94%であ
凶
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若鳥は巣立の数か月と約1年後に MWを高い
割合で採食し，巣立後数か月から約8か月間玄
米を23%~44%採食している.
図 3 若鳥の月別採食重量の割合(%)
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V 考 察
スズメを材料に用いて， MWと玄米が大量にある条
件下で， 1年間の採食重量の割合を調べた。その結果，
2羽のスズメは，大量の MWを採食した。
1. 年聞を通じて大量の MWを採食
実験期聞を通して MWの採食重量が常に玄米より重
く，成鳥は，6.1g~11. 3gJ 日で，若鳥は 5.0g~10.1
gJ 日であった。割合では，成鳥が89%~97%で，若鳥
は56~98%であった。
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区溜自然鳥の動物質啄食の割合
実験鳥は年聞を通じて MWを高い割合で採食
しているが，自然鳥は動物質啄食の割合は著し
く低<.ピークの5月は.45.9%である.
図 4 成鳥の月別採食重量の割合(%)
/ 
農省務省1)の動物質採食率2)を1月から12月まで順に
みると， 0.7%， 1.9%， 2.4%， 4.5%， 45.9%， 38.1% 
る。一方，若鳥の割合は56%以上であるが，成鳥の安定 22.2%， 7.3%， 11.8%， 2.2%， 1.8%， 1.4%であり，
した割合に対して56%~98%とその幅が大きい。 12月が 最高値の5月は45.9%である。これは，実験の最低値の
56%で6月が98%であり， 8 月 ~3 月は割合が低く， 69 56% (若鳥の12月の値)より低い。最高値は， 98% (若
%・75%・77%・73%・56%・639長・ 69銘・ 75%であっ 烏の6月の値〉で，自然条件下のスズメの最高値の2倍
た。 の値である。
最後に， 2羽のスズメは健康な状態で1年聞を過ご 実験条件下では， MWと玄米という限定された2種
し，異常は認めなかった。動作は活発で，羽毛がしま 類の飼料であったが，スズメは MW(動物質〉を玄米
り，糞は，ほぼ同じ大きさで，色は，ほぼ白色であっー (植物質〉よりかなり高い割合で採食した。これは，ス
た。成鳥の体重は， 21.6 g (1月)， 22. 5g (6月)， 23.9 ズメは生得的に動物質と好む烏であることを示す1例と
g (12月)で，若鳥のそれは， 23.5 g (5月)， 24.4 g みることができょう。スズメは， MW(動物質)の多い
(12月)， 24.8g (4月〉で，共に増加の傾向が認められ 条件下であれば， MW(動物質〉を大量に採食する(主
た。また，成鳥は7月に新聞紙を盛んにちぎり， 7月18 食とする〕烏であるといえよう。
日に1個産卵した。 一 φ M Wには，玄米と比べて水分が多く，良質のピタミ
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ン・ミネラルと脂肪が多量に含まれている 9)ため，スズ
メにとっては栄養があり，美味であるのに違いない。 ζ
のためか，成鳥は7月18日に産卵をした。この成鳥は雌
であったのである〈スズメの雌雄判別は，外観では不可
能である 8)といわれている〉。
2. 啄食回数による比較
啄食回数と採食重量による割合では，その差異がはっ
きりしない。それで，実験条件下の成鳥の値を啄食回数
に換算して，自然鳥の5月の値と比較してみた。 5月の
値を選んだのは，自然条件下ではこの月が1年の中で最
も啄食率が高く，この月は動物質が多いという条件とし
て最も類似していると判断したからである。
両者のデーターは表のようである。
表 2 自然烏と実験鳥の5月の啄食率(%)
三支~二|動物質|植
自然烏! 45.9 
実験鳥 1 81.4 
物質
54.1 
18.6 
成鳥の5月の平均採食重量を啄食回数に換算し，それ
を百分率にしたところ， MWは， 161.5頭で81.4%，玄
米は36.8粒で18.6%であった。これは，重量の百分率の
MW91%，玄米9%とは，大差は認められなかった。
なお， MWは体長が約1.8cmであった。
自然条件下での動物質の最高伎は， 5月の45.9%で，
実験条件下の成鳥5月の値は， 81.4%であり，その差は
35.5%である。これは，動物質の多少という条件でみる
と，実験条件は，当然，自然界の条件よりも動物質 (M
W)が大量にあったためとみることができる。
スズメは，動物質の多い条件下では，動物質の啄食回
数が多くなり，結果的に動物質の重量が重くなると考え
られる。
3. 少量でも毎日玄米を採食
2羽のスズメは， MWを主食としたが， MWが100%
であった日は1日もなく少量で、も必ず玄米を採食した。
そして， 2羽共，健康な状態で過ごし，成鳥は産卵し
た。このことは，今回の実験条件は，スズメの生命を維
持するための最低限度の飼育条件が整えられていたこと
を示している。
予備実験(約10か月間)の時は，実験の条件と成鶏ブ
ロイラー用飼料を与えたスズメは元気であった。 しか
し， MWだけ与えた2羽は， 20日目と52日自に落烏し
た。 52日目のスズメは，鳴に腫肢ができ，落鳥する 3日
前から高さ 7cmの止木に上れなくなった。 これは俗
に言われている脂肪過多の程度が著しかったためと思わ
れる。また，玄米のみの 1羽は122日自に落鳥した。
これらのことは，スズメは動物質を主食とするが，こ
れだけでは生命を維持し続けることができず，少量でも
必ず玄米〈植物質)を必要とすることを示している。ま
た，玄米のみでは比較的長期間，生命を維持でき，自然
界では植物質を主食としているI〉2% これらのことは，
一見矛盾するが，スズメはこれを“雑食性"と質によ
って順位づけをすることによって安定させているといえ
る。とに角，玄米には，スズメの生命維持のために必須
なものが含まれているに違いない。実験のスズメでいえ
ば，玄米には脂肪過多になることをコントロールするも
のが含まれていることが考えられる。
自然条件の値では，動物質が最も多いのは， 5月の
45.9%で，この時，植物質は54.1%である。これは，自
然条件下には，植物質が豊富にあり，これに比べて動物
質が少ないことを示している。このことは，食物連鎖の
点では当然のことであり，これが逆転すれば，自然界の
パランスは成り立たなくノなる。自然界では植物質の過剰
のコントロールに優先して動物質の過剰をコントロール
しなければならない。
その点，スズメは，まず，動物質の過剰のコントロー
ルを優先させ，次に植物質の過剰をコントロールしてい
るといえる。これが，スズメは，昆虫と植物の2方面か
ら働いているといわれていることを詳しく説明すること
になる。
4. 成鳥と若鳥の採食量の違い
成鳥と若鳥は， MWを主食とする共通性がみられ
た。しかし， MWの採食率に違いが認められた。
成鳥は， MWを1年を通して 90%前後採食するとい
う安定性をみせているが，若鳥は56%~98%とその幅が
結く， 5月， 6月， 7月と 4月は， 88%， 98%， 92%， 
88%であるが.8月， 12月， 1月は69%，56%および63
%である。また，玄米の採食重量では 8 月~2 月が他の
月より多く，次第に増加している。
若鳥は，巣立後の3か月と約1年後には MWの採食
率が高い。また，玄米の量は，巣立後4か月目から次第
に増加している。これらは若鳥の成長と関係がありそう
である。
まず考えられるのは，巣立後の餌の違いである。成J鳥
11巣立後の約5か月間，自然の中で生活し，その後約14
か月間，成鶏ブロイラー用の飼料で飼育された。 しか
し，若鳥は，巣立の数日後に餌が限定されたことであ
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る。スズメの雛は，巣立後数か月は大量の動物質を必要
とし，その後，次第に植物質を必要とするのであろう
か。育雛時のデーター6)で、は，昆虫84%，穀物粒14%で
あり，実験データーはこれと同じ傾向である。
次に考えられるのは，寒さに対する経験の違いであ
る。若鳥の玄米採食重量が8月から次第に多くなり， 12 
月は 3.9gと最高値である。 これは，寒さに対する保
温のためと考えることができる。成鳥は，寒さを2団体
験しているため，寒さに対する耐性がある程度できてい
たと思われる。
V 要 約
スズメの成鳥と若鳥を材料に用いて，ミ{ルウアーム
の幼虫と玄米が大量にある条件下における 1年間の採食
重量を調べた。すると，次のような結果が得られた。
1. 成鳥も若鳥も 1年を通してミーノレウアームの幼虫
を大量に採食した。その幅は成鳥は89%~97%で，若鳥
は， 56%~98%であった。これは，スズメは，生得的に
動物質を主食とする性質をもち，自然界(人里〕に過剰
に動物質が出現した時，それをコントローノレしているこ
とを示している。
2. 玄米を，毎日少量でも採食した。 ミー ノレウアー ム
のみでは，生命を維持し続けられないが，これに少量の
玄米を採食することによって生命の維持と産卵が可能と
なる。これは，動物質と植物質の双方を採食しなければ
ならないが，その割合の高低は，生命の維持には問題と
ならないことを示している。
3. スズメは，採食可能なもので、あれば，その時，そ
の場にあるものを採食している。この時，動物質を優先
して採食しているといえる。
なお，今後，スズメの数を多くしてより多くのデータ
ーをとる必要がある。
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おわりに
この実験の途中，私は富山県生物学会会員の一員とし
て， 2?自3日の佐渡研修旅行に参加した。そして，終
始，菊池勘友エ門先生のご指導を受けたり，菊池先生の
採取された化石をいただし、たりした。また，夜は，菊池
先生の生物学・教育等のお考えをわかり易く話して頂い
た。 トキの保護センターへの道中は，私達よりも早く足
を進められ，ご健康そのものの感がした。
あの時の菊池先生のお姿を思い浮かべながら，この文
をまとめた。
菊池先生のご冥福と佐渡博物学会ならびに佐渡博物館
のご発展をお祈りします。
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